
 

 

 

 

 

        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

中秋の名月でのお供え物と言えばススキと月見団子。 

ススキには邪気を払う力があり，丸い団子は，満月に見

立てられていて豊作への祈りや感謝を表していると言わ 

  れています。団子を食べることで健康と幸福 

を得られると考えられていたそうです。 

 

 

令和6年度 家庭教育講座 

が 開催されました  

令和6年９月１３日発行／八千代市教育委員会生涯学習振興課 

令和6年度 

家庭教育に簡単アクセス！ 

 

八千代市教育委員会生涯学習振興課では，小・中学生の子育てをサポート・

応援するために「家庭教育通信」を発行しています。 

子育てのヒントや情報・家庭教育講演会のお知らせなど，家庭教育に関す

るお役立ち情報をお届けします。 

 

8月 23日（金），家庭教育講座「親子であそぼう！～こどもの世界が広がる 

遊びとおとなの関わり方～」（4歳から小学校低学年くらいまでのお子様と保 

護者対象）が，開催されました。 

 講師には「こどもの育ちとあそびの専門家」しみずみえ先生をお迎えし，「今日は何も決まりは

ありません。使いたいものを自由に使って楽しくあそびましょう。」と            

いう先生のにこにこ笑顔で講座スタート。続いて「これ，何に見える？」            

の問いかけでみんな先生の手元に注目！1枚の紙から広がる“くしゃく 

しゃとびりびり”の世界に子供たちは大はしゃぎ。薄葉紙（うすようし） 

を細く細く裂いたりうちわであおいで一斉に舞い上がらせたり，お花紙 

でお母さんとお揃いの飾りを付けたり，丸めて投げたり…思い思いに 

自由遊びを楽しみました。 

講座の後半では，子供たちは引き続き遊びの時間を楽しみ，保護者は先生から「あそび」の魅力

や豊かなあそびのために大人ができることなどについてのお話を聴きました。「あそび」は人生を

自分らしく楽しむことにつながるという先生の言葉に皆さんは大きく頷いていました。  

帰り際には，親子遊びで作った“風船”やリボン飾りなどを手に，先生に 

「ありがとうございました。楽しかったです。」「またやりたい。」と手を 

振る親子の笑顔が印象的でした。 

＊今回の家庭教育講座の開催結果については，八千代市教育委員会生涯学習振興 
課 HP（家庭教育）でもご覧いただけます。 

家庭教育講演会 第 2弾 予告！ 
 

 

 

 

 

管理栄養士を講師に迎え，子どもの健康に欠か

せない食生活について講演していただく予定で

す。 

☆詳細は広報やちよ１0月15日号・八千代市教育 

委員会生涯学習振興課 HP（家庭教育），学校を通

じて配付するチラシ等をご覧ください。 
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今年の中秋の名月は9月17日。 

ゆっくりとお月見の準備をして，季節の移ろいを

感じてみるのはいかがでしょうか。 

 

 

 

 


